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一

　

は

じ
め

に

　

証
定
（

＝

九
四
〜

？

年
）

は

明
恵
（
一
一

七
三

〜
一

二

三

二

年
）

の

弟

子
で

あ
り

、

禅
宗
に

対
す
る

見
解
を
華
厳

宗
の

立

場
か

ら

の

教
禅
一

致

と
し

て

述
べ

た

『

禅
宗
綱
目

』

（
一

二

五
五

年）

を
顕
し
て
い

る
。

証
定

は
、

明
恵
に
一

二

年
師
事
し

、

そ
の

間
に

顕
密
と

禅
法
の

秘
決
を

受
け

て

い

る
。

ま
た

、

二

〇

代
は

高
山
寺
で

華

厳
を

学
び

、

三

〇

代
以

後
、

明
恵
の

教
学
の

伝
授
を

受

け
、

『

円
覚

経
疏
鈔
』

の

講

義
を

行
っ

た

ら

し
い

。

『

禅
宗
綱
目

』

は
、

過
去
に

大
屋

徳
城
（

一

九
二

八

年）

と

鎌
田

茂
雄
（
一

九

六
五

年
）

の

研

究
が

あ
る

。

　

大
屋
は

、

「

華
厳
列
祖
の

判

教
に

準
拠
し
て

、

禅
を
批

判
し

、

其
の

大
綱
を

述
べ

た

る

も

の

即

ち

『

禅

宗
綱
目
』

な
り

。

さ
れ

ば
、

澄

観
、

宗
密

、

通

玄
等
の

外
に

は

殆
ん

ど
一

歩
も
出
ざ
る

も
の

と
い

う
べ

く
、

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
1

）

何
等
新
し

き
思
想
を

発
見
す
る

事
能
は

ず
」

と
全
く
評
価
し

て

い

な
い

。

　

鎌
田
は

、

「

証

定
は

明

恵
か
ら

澄
観
・

宗
密
・

李
通
玄
の

教
学
を

受

け
つ

つ
、

当
時
の

入
宋
禅
僧
な
ど

が

も
た

ら
し
た

新
興
宗
教

禅
宗
に

ふ

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
六

十
二

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
六

年
三

月

れ
、

華
厳
の

立

場
に

た

ち
つ

つ

教
禅
一

致
を
主
唱
し

よ

う
と

し

た
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

背
景
に

は
、

当
時

教
禅
一

致
を

説
い

た

永

明
延

寿
の

『

宗

鏡
録
』

が

円

爾
な
ど

に

よ

っ

て

講
ぜ

ら
れ

て
い

た

事
実
が

あ
る

。

（

中
略）

し
か

し
な
が

ら

鎌
倉

禅
の

勃
興
に

と

も
な
っ

て
、

教
禅
一

致

説
は

わ

が

国
で

は

定

着
す
る
こ

と
な
く
捨
て

去
ら
れ

、

純
禅
の

全
盛

時

　
　

　
　
　

　
　

（

2
）

代
と

な
っ

た
の

で

あ
る
」

と

円

爾
に

影
響
さ
れ
て

、

華
厳
の

立

場
か

ら

教
禅
一

致
を
説
い

た

純
禅
時

代

ま
で

の

過
渡
期
的
状
況
の

中
で

著
さ

れ

た

も
の

と

し
て

い

る
。

　
こ

れ

ら
の

評
価
は

顕
密
体
制
論
以
前
の

「

（

道
元
の
∀

純
粋
禅
が

鎌
倉

時
代
の

禅
宗
の

主
流
で

、

兼
修
禅
（

諸
宗
兼
修）

は

そ
の

過
渡
期
に

あ
っ

た
」

と
い

う
認
識
上

で

な
さ

れ

た
も
の

で
、

兼
修
禅
が

時
代
の

主
流

で

あ
っ

た
こ

と

が

前
提
と

な
っ

た

今
で

は
、

『

禅
宗
綱
目

』

の

そ

れ

は

違
っ

た

も
の

に

な
る

と

思
わ

れ
る

。

　
本

稿
で

は
、

禅

宗
が

円

爾
の

聖
一

派
（

兼
修
禅）

等
を
中

心

に

発
展

し

て

い

っ

た

と

い

う

見
解
が

論

証
さ

れ
つ

つ

あ
る

現

状
の

も
と

で
、

「

禅
宗
綱
目

』

の

意
義
を

問
い

直
し

た
い

。

尚
、

テ

キ
ス

ト

は

『

鎌
倉

一

七

五

一 703一
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『

禅
宗
綱
目
』

の

思
想
史
的

系
譜

（

高
　
柳）

旧
仏

教
』

（
日
本

思
想
体
系
一

五
、

岩
波

書
店、

一

九
七
一

年）

所
収
に
よ
る

。

　
　
二

　
『

禅
宗
綱
目

』

の

構
成
と

内

容

　
一

・

教
禅
の

同

異
を

弁
じ

、

二
・

教
外
別
伝
を
明
か

し
、

三
・

見
性

成
仏
を

顕
し

、

四
・

悟

修
漸
頓
を

示

し
、

五
・

諸
流

の

見
解
を

述

ぶ
、

と

五

章
か

ら

成
る

。

　

第
一

「

教
禅
同
異
」

　

華
厳
の

五

教
判
の

う
ち
の

頓
教
と

達

磨
禅
に

関
し
て

の

同
異
で

あ

る
。

同
じ

点
は
、

澄

観
、

宗
密

、

彼
等
が

属
し
て

い

た

荷
沢
宗
の

主

張

に
よ

っ

て

述
べ
、

異
な

る

点
は

『

演
義
鈔
』

で

の

十

波
羅
蜜
の

解
釈
が

頓
教
と

禅

宗
（
荷
沢
宗
V

と

違
う
点、

『

円
覚
経
略
疏
』

の
一

切
唯
識
11

一

心
が

禅
宗
と
五

教
に

別
々

に

配
さ

れ
て

い

る

点
な

ど

を

あ
げ
て
い

る
。

　

第
二

「

教
外
別
伝
」

　

教
外
別

伝
と
い

う
の

は

「

言
に

即

し
て

言
を
亡

ず
る
の

謂

な

り
」

で

あ
る

と
い

い
、

解
に

よ

り
行
が

成

り
、

行
が

成
っ

て

解
が

絶

す
る
の

が

不
立
文
字
の

意
味
に
ほ

か

な

ら

な
い

と

し
、

『

楞
伽
経
』

こ

そ
が

達
磨
が

衆
生

の

心

を

印
し

、

不
立

文
字
を

あ

ら
わ

し

た

経
典
で

あ

る

と
い

う
。

　

第
三

「

見
性
成
仏
」

　

証
定
は

、

　
所
証

無
住
故

、

能
証
無
念
也

。

能
所
倶
泯

、

本
心
頓
現、

名
見

性
成
仏
也

。

　
（

三
九

四

上
一

〇

〜
一

ご

と

見
性
を

規
定
す
る

。

こ

の

本
心
頓
現
の

本
心
と

は

無
得
で

、

こ

の

無

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　一

七
六

得
で

あ
る

心
体
の

空
寂
を

悟
れ

ば

仏
の

心

に

等
し
い

と
い

う
。

　
修
行
に
つ

い

て

は

李
通
玄
の

主

張
に

基
づ

き
一

念
成
仏
を
説
き

、

荷

沢
宗
の

頓
悟
漸
修
を
最
高
位
に

置
く

。

こ

の

見
性
成
仏
は

、

無
住
を
霊

知
不

昧
と

し
、

心
境
の

空
寂
を

悟
る
こ

と

を

重
ん

じ
、

頓
悟
漸
修
を
最

高
位
に

置
く
と

し
、

荷
沢
宗
の

主

張
に

依
拠
し

て

い

る
。

　
第
四

「

悟
修
漸
頓
」

　
所
悟

、

能
悟

、

悟
相
の

三

門
を

立

て
、

そ
れ

ぞ
れ

漸
門

と
頓

門
、

定

門
と

慧
門

、

解
悟
と

証
悟
が
あ
る

と
い

う
。

さ

ら
に

解
悟
と

証
悟
に

分

け
る

と
、

頓
悟
漸
修
は

解
悟

、

漸
修
頓
悟
は

証
悟

、

頓
悟
頓
修
の

う
ち

先
悟

後
修
は

解
悟

、

前
修
後
悟
は

証
悟

、

修
悟
一

時
は

解
悟
と

証
悟
に

通
じ

る

と

す
る

。

今
の

禅
宗
は
、

解
悟
か

ら

は

頓
悟

漸
修
（
荷
沢
宗）

、

証
悟
か

ら
は

頓
悟
頓
修
の

う
ち
の

前
修
後
悟
が

相
当
し

、

解
証
を
通
じ

れ

ば

頓
悟
頓

修
（
牛
頭
宗
）

、

無
修
無

悟
〔
洪
州
宗）

で

南
宗
が

尊
ぶ

と

こ

ろ

で

あ
る

と
い

う
。

　

第
五

「

諸
流
見
解
」

　

諸
聖
の

伝
灯
の

漸
頓
は

、

同
じ

く
一

心

を

伝
え
て

き
た
こ

と

が

禅
の

宗
派
に

よ

る

見
解
の

相
違

が
あ
る
こ

と

を

述
べ

る
。

お

お

か

た

宗
密
の

『

禅
門

師
資
承
襲
図
』

に

基
づ

い

て
、

南
北
二

宗
の

見
解

、

洪
州

宗
と

荷
沢
宗
の

見
解
の

相
違
点

、

お
よ

び

牛
頭
宗
の

教

説
を
明
ら

か
に

す
る

。

　

洪
州

宗
と

荷
沢
宗
の

相
違
点
は

、

洪
州
宗
は

日
常
生

活
す
べ

て

が

仏

性
と

い

い
、

荷
沢

宗
は

妄
念

本
寂
、

塵

境
本
空

で

あ
る

が
、

本
空
の

心
、

霊

知
不

昧
で

あ
る

空

寂
の

知
が

あ
る

と

い

う
と

こ

ろ

だ

と
い

う
。

一
　704 一
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ま
た

、

牛
頭
宗
は

諸

法
が

本
来
無
事
と

す
る

。

宗
密
は

『

禅
門

師

資
承

襲
図

』

で
、

荷

沢
宗
の

優
位
性
を
主

張
し

た

が
、

証

定
は

洪
州
宗
と

荷

沢

宗
を

同
等
と

捉
え
て
い

る
。

　

そ
し
て

、

最

後
に

、

上

人
の

師
承
は

誰
か

と
い

う
問
い

に

対
し

、

明

恵
の

『

華
厳
仏
光
三

昧
観
冥

感
伝
』

を

引
用

し
、

答
。

彼
秘
伝
云
、

愚
僧
盛
年
以

来
、

深
好
二

実

行
」

更
不
レ

事
二

浮
花
謁

或
入
二

深
山ハ

或
時
於
二

海
辺

一

松
風
為
二

宴
坐

之
友
ハ

朗
月
為
二

誦
習
之

燈
司

流
レ

汗

列
レ

涙
、

独
誦
独
修

。

仰
二

文
殊一

而
乞一

恵
解
ハ

帰一一
聖

賢
一

而
望
二

修
行

→

常

作
二

此

意一

云
、

末
代
無
二

真
善
知
識
4

願
諸
仏
菩
薩
冥
垂
二

加
被

司

如
下

彼
懐

幻
時、

無
二

所
法一

然

発
中

四

禅
汐

依
二

宿
善一

遇
二

教
法

一

諸
仏
尽
垂
二

哀
悲
⇒

即
捨
二

名
利
之
仮
法

」

望
二

真
実
之
修
道

』

誠
心
不
レ

虚、

依
−

弥
勒
菩
薩
威
神
」

遂

感
一

此
禅
法

師一

者
、

承
久
三

年
夏
六

月
等
云

々
。

〈

已

上
、

不
レ

可
二

輙

記
F

之
。

〉

余
承

二

上

人
親
訓一
十
ニ

ケ

年
、

顕
密
伝
授
非
レ

一
。

遂
至
二

貞
応
二

年
冬
」

於
二

禅
法一

重
伝一一

秘
決

。

疑
情
氷
解
本
心
月
現

。

其
口

伝
旨
趣

非
二

翰
墨
所
ワ

記
。

今
載
二

大

綱
ハ

引
二

教

文
一

為
二

其
詮
4

伝

授

之

人

聊

爾

莫
レ

汚
二

他

見
』

（
四
〇

〇

上
一
一

〜
二
一
）

　

明

恵
が

弥

勒

菩

薩
の

威

神

に

よ

り

感

じ

た

禅

法
を

貞

応

二

年

（

＝

三
三
）

に

受
け
つ

い

だ
と
い

う
。

三

　
従
来
の

思
想
的
位
置
付
け

　

本
テ

キ

ス

ト
執

筆
の

目

的
は

鎌
田

の

言
う
よ

う
に

、

「

本
書
は

禅
の

立

場
を
明
ら
か

に

す
る

の

で

は

な
く
て

、

華
厳
の

立
場
か

ら

禅
を
融
会

『

禅
宗
綱
目

』

の

思

想
史
的
系
譜
（
高
　
柳
）

し
よ

う
と

し

た

も
の

で

あ
る

。

そ
の

た

め

の

よ

り
ど

こ

ろ

と

な
っ

た

も

の

が

澄

観
・

宗

密
の

華
厳

学
で

あ

り
、

と

く
に

宗

密
の

思

想
で

あ
っ

（

3）た
」

で

あ
る

こ

と

が

わ

か

る
。

ま
た

、

大
屋
や

鎌
田

が

指
摘
し
て

い

る

よ

う
に

、

本
テ
キ
ス

ト

に

は
、

李
通
玄
の

引
用

も

多
く
あ

り
、

荷
沢
宗

の

影
響
を
受
け
た

澄
観
・

宗
密
の

系
統
の

華

厳
学
と

李
通
玄
の

華
厳
学

も
取

り
入
れ

て
、

澄

観
・

宗
密
の

伝

統
に

よ

る

華
厳
と

明

恵
の

華

厳
、

密
教
を

禅
と

結
び
つ

け
よ

う
と

し
た

も
の

と

も
い

え
よ

う
。

　

だ

が
、

禅
宗
が

勢
力
を
伸
ば

し
て

い

く
時
期
で

あ
り

、

そ
の

中
心

が

円
爾
の

聖
一

派
で

あ
っ

た

こ

と

を
念
頭
に

置
く
と

、

よ

り
詳
細
に

考
え

る

こ

と

が

で

き
る

。

四

　
『

宗
鏡

録
』

の

引
用

と

コ

心
」

思

想

　

本
テ

キ
ス

ト
で

は
、

荷
沢

宗
が

思
想
的
に

依
拠

す
る

『

宗
鏡
録
』

が

多
く
引
用
さ
れ

て

い

る

が
、

こ

れ

は

達

磨
宗

、

栄
西

↓
栄

朝
↓
円
爾
系

の

禅
で

も
禅
と

他
教
・

他
宗
を

思
想
的
に

結
び
つ

け
る
の

に

使
わ

れ

る

（
そ

の

際
、

『

宗
鏡
録
』

で

多
用
さ

れ
る

＝

心
」

、

「

霊
知
」

が
キ

ー
ワ

ー

ド
と

　
　

　
　
　
（
4

）

な
る

こ

と
は

拙
論
参
照
）

。

　

第
五

の

「

諸
流
見
解
」

の

書

き
出
し

で

は
、

第
五

述
二

諸

流
見
解一

者
、

自
二

西
域
二

十
八

祖
一

至
二

震
旦

弘
忍
和
尚一

諸

聖

伝
灯
漸

頓
雖
レ

随
レ

機
、

同
伝
二

一

心
司

互

無
レ

有
一
紛
諍
4

（

三

九

八

上
一

六

〜
一

八
）

と

す
べ

て

の

祖
師
は

＝

心
」

を

伝
え

、

互
い

に

争
っ

た

り
す
る
こ

と

一

七

七
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『

禅

宗
綱
目」

の

思
想

史
的
系
譜

（

高
　
柳）

は

な
い

と
い

う
。

　

そ
し
て

、

宗
密
の

『

禅
門
師
資
承
襲
図
』

沢
宗
の

違
い

に

つ

い

て

解
説
す
る

。

を

参
考
に

、

洪

州

宗
と

荷

次
述
一
洪

州
荷
沢

不
同一

者
、

同
門
ド

南
嶽
懐
譲
和
尚
弟
子
洪

州

馬

祖
意
云、

起
心
動
念
弾
指
動
目

所
レ

作
、

為
二

皆

是
仏
性
全
体
之
用

ハ

更

無
二

別
用

。

（
中

略）

不
断
不

修
任
運
自
然、

名
為
二

解

脱
人
乃

無
二

法
可
ワ

物
、

無［

仏

無
レ

作、

猶
如
一
虚

空
司

不
レ

増

不
レ

滅
、

何
仮
二

添
補

』

何

以

故
。

心

性

之

外
無

一

法

可
ワ

得
故

。

但
任
レ

心

即

為
レ

修

也
云
云

。

荷
沢
神
会
和
尚
意
云、

謂

諸
法
如

レ

夢
、

諸

聖

同

説
。

故
妄
念
木

寂

塵
境
本
空

、

本
空
之
心

霊

知
不
昧

、

即
此

空
寂
之
知

。

是

前
達

磨
初
伝
清
浄
心
也

。

任
レ

迷
任
レ

悟
、

心
本
自
知

。

（

中

略
）

然

知
之
一

字
衆
妙
之
源

。

（
中
略〕

煩

悩

尽
時

、

生

死

断
絶

、

生
滅
滅

巳
、

寂
照
現

前
。

応

用

無
窮、

名
レ

之

為
レ

仏
云

云
。

（
三

九

入

下
一
一

〜

三
九

九

上
二

一
）

洪
州

宗
は

あ
ら

ゆ
る

行
為
が

仏
性
で

、

あ

る

が

ま

ま
を

解
脱
と
い

い
、

荷
沢

宗
は

す
べ

て

の

法
は

空

で
、

そ
の

空

は

霊

知
不

昧
、

空

寂
の

知
、

根
源
的
な

こ

と

で
、

そ
の

知
を
認
め

て
、

煩
悩
が

生
滅
す
る

と

表
れ

で

て

く
る

と
い

う
。

た

だ
、

証
定
は

ど

ち
ら

が

正

統
で

あ
る

と

は

い

わ

な

い
。

　

円
爾
の

禅
は

臨
済
宗
楊
岐
派
（
洪

州
宗
系
）

で

あ
る

と

同
時
に

、

「

宗

鏡
録
』

の

主

張
に

の

っ

と
っ

て

お

り

荷
沢
宗
の

影
響
を

受
け
て

い

た
。

証
定
は
そ
こ

に

明
恵

の

観
法
（
禅
定）

と
の

接

点
を

見
出
そ

う
と

し

て

い

た

よ

う
に

思
わ
れ

る
。

五

　
円

爾
の

禅
宗
と

明

恵
の

坐

禅
観

法

一

七

八

　

明

恵
の

嗣
法
は

無
師
独
悟
だ

が
、

そ
の

理
由
を

末
代
に

善
知
識
が

な

く
弥
勒
菩
薩
の

威
神
に

依
っ

て

禅
法
の

師
を

感
じ

た
、

と

明
恵
が

傾
倒

し
て

い

た

弥
勒
信
仰
と
つ

な
げ
て

い

る
。

　

こ

こ

で

は

坐
禅
の

ほ

か

に

観
法
と

い

う
言
葉
も

使
わ

れ

る

が
、

「

彼

の

秘
伝
で

あ
る
」

以

下

が

「

華
厳
仏
光
三

昧
観
冥

感
伝
』

か

ら
の

引
用

で

あ

る

こ

と
、

承
久
三

年
（

一

二

二

一
）

夏
の

六
月
と
い

う
記
述
か

ら

考
え
合
わ
せ

る

と
、

華
厳
仏
光
三

昧
観
に

他
な
ら

な
い

。

こ

れ

は

毘

盧

遮

那
・

文
殊
・

普
賢
の

三

聖
と

華
厳
の

仏
光
三

昧
の
一

致
を

唱

え

る

密

教
思

想
と

華
厳
の

融
会
で

あ
る

。

　

こ

の

点
は

、

大
屋
も
同
じ

疑
問
を
抱
い

て
、

明
恵
が

行
っ

た

の

は

華

厳
の

観
法
で

あ
っ

て
、

達
磨
系
統
の

禅
と

は

別
で

あ
る

と
い

う
結
論
に

　

　

　
　
（

5）

達
し

て

い

る
。

　
『

明

恵
上

人

行

状
』

に

は
、

明

恵
が

宗

密
の

著

作

を

読
み

禅

観
を

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

6
）

行
っ

て

い

た
こ

と

が

記
さ

れ

て
い

る

部
分
も
あ
る

。

し

か
し

、

明
恵
の

観
法
は

教
禅
一

致
の

傾
向
は

あ

る

も
の

の

禅
と

の

結
び
つ

き
が

特
別
深

い

も
の

だ
と

は

考
え
に

く
い

。

　

つ

ま

り
、

証
定
が

明
恵
と

そ
の

伝
統
を
結
び
つ

け
、

禅
と

の

関
係
性

を

よ

り
強
く
打
ち
出
し

た

と

い

う
の

が

適
切
だ

と

思
わ

れ
る

。
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六

　
ま

と
め

　

証
定
は

唐

代
の

華
厳

宗
が

荷
沢

宗
と

関
わ

り
が

あ
っ

た
こ

と

か

ら

教

禅
一

致
を

導
き

、

荷
沢

宗
の

教
説
を
援
用
す
る

円

爾
の

聖
一

派
が

教
禅

一

致
を

掲
げ
る

禅
宗
と

し
て

そ
の

流
れ
の

中
に

位
置
づ

け
ら
れ

る

こ

と

を
示

す
論
述
を

し
、

華
厳
宗
と

明
恵
の

思
想
を
円
爾
の

禅
宗
と

関
連
づ

け

よ

う
と

し

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　

円

爾
の

聖
一

派
は

禅
宗
興
隆
の

中
心
で

あ
り

、

禅
宗
が
勢
力
を

広
げ

つ

つ

あ
る

時
期
で

も
あ
っ

た
。

ま
た

、

諸
宗
兼
修
の

聖
一

派
は

排
他
的

で

は
な

く
、

ど

の

教
・

宗
と

も
結
び
つ

く
こ

と

が

で

き
た

。

　
『

禅
宗
綱

目
』

と

は
、

証

定
が

明
恵
の

思

想
と

澄

観
・

宗

密
の

華
厳

の

伝
統
を

円
爾
の

聖
一

派
の

思
想
潮
流

に

あ
い

ま
っ

て

い

く
た

め

に

著

し

た

テ
キ

ス

ト

と

考
え
ら

れ

よ

う
。

1
　
大

屋
徳
城
［

一

九
二

八
］

『

日

本
仏
教
史
の

研
究
三』

東
方
文
献
刊

行
会

、

　

五
〇

九

頁
。

2
　
鎌
田

茂
雄
［
一

九
亠

ハ

五
］

『

中
国
華
厳
思

想

史
の

研
究』

東
京
大

学
出

　

版
会、

六
三

六

頁
。

3
　
鎌
田

前
掲
書
六
二

九

頁
。

4

　
高
柳
さ
つ

き

［
二

〇
一

〇
］

「

達
磨
宗
（
能
忍
）

か
ら

聖
一

派
（

円
爾
）

　

に

至
る

『

宗
鏡
録
』

の
一

心

思

想
の

系
譜
」

（
『

東
ア

ジ

ア

仏

教
研
究
』

入

　

号
）

。

5
　
大

屋
前
掲
書
五

二

九
頁

。

6
　
『

明
恵
上

人
行
状
』

に

「

上

人

（

11

明
恵
）

其
此

、

殊
に

円
覚
普
眼

章

『

禅

宗
綱
目

』

の

思

想
史
的
系
譜
（
高

　
柳
）

の

尋
思

如
実
観
乃
至
三

重

法
界
観
等
に
よ

て

結
業
禅
誦

す
」

（

『

明
恵

上

人

資
料
第

こ

東
京
大
学
出

版
会

、

五

〇

頁）
、

「

か

く
の

如

く
両
三

年
の

間

だ
、

練
若
台
に

蟄
居
し
て

花
厳
経
に
よ
て

結
業
坐

禅
す
」

（
『

明

恵
上

人
資

料
第

こ

五

三

頁
）

な
ど

と
い

う
の

が

見
ら

れ
る

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

『

禅
宗
綱
目

』

、

諸
宗
兼
修

、

聖
一

派、

華

厳
仏

光
三

昧
観

　
　

　
（

公
益
財

団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所
研
究
員
）

一

七

九
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